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研究成果の概要（和文）：ジオパークで活用可能な地学教育教材としてキッチン・ジオ実験を開発した。（1）ヒアリ
ングにより各ジオパークのニーズを明らかにした。（2）「コンデンスミルクのアア溶岩実験」,「砂糖の黒曜石実験」
など，各ジオパークの地学現象を実感を持って理解させるための実験を11種類開発した。（3）さらにジオパークに所
在する学校で実践的検証を行った。その結果，これらの実験は小学校高学年児童に理解可能であり，大きな教育効果を
持つことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The Kitchen geo-experiment was developed as earth science teaching materials utili
zable in Geoparks. (1) The needs of each Geopark were clarified by the hearing survey. (2) 11 kinds of exp
eriments for making the earth science phenomenon of each Geopark, such as  "Aa lava experiment of condense
d milk "  and "Obsidian experiment of sugar magma", were developed. (3) Practical verification was perform
ed in the school in Geoparks. As a result, these teaching materials are useful for the elementary school u
pper-classes children. 
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１．研究開始当初の背景 
 ジオパークは「大地の公園」と訳されてい
るが，そこは地球科学的に見て重要な遺産を
含み，そこを訪れることで，地球の営みを感
じることのできる場所である。公園と名はつ
くが複数市町村にまたがる広い範囲がジオ
パークとして指定されることが多い。 
 世界ジオパークは，2004 年にユネスコの
支援を得て設立された世界ジオパークネッ
トワークによりその活動が推進されている。
2009 年日本に３つの世界ジオパークが誕生
した（島原半島，糸魚川，洞爺湖有珠山）。
現在（2014 年 6 月）では，6 つの世界ジオパ
ークと 27 の日本ジオパークがある。また，
他にも多数の地域が日本ジオパークを目指
している。 
 ジオパークでは，次の３つの活動が行われ
る。１）地質遺産の保護，２）教育，３）ジ
オツーリズム。２）の教育は，地元住民，観
光客及びこどもを対象とし地球科学教育だ
けではなく環境教育も展開される。なぜなら，
地域のエコシステムや人々の生活は大地の
上で成り立ち，大地と密接な関係を持ってい
るからである。３）は地域の持続的開発を目
的として行われる。 
 このようにジオパークの大きな目的の一
つは｢教育」である。ジオパークでは，各種
のパンフレットが整備され，かつわかりやす
い説明が目指されている。したがって，ジオ
パークは，地学教育の資源として潜在的に有
用である。 
 しかしながら，ジオパークの地学教育への
活用は十分ではなく，よりわかりやすい教材
や実験が求められていた。 
 
２．研究の目的 
 ジオパークでのニーズに適合し，教育的効
果を持ち，地学教育に資するキッチン・ジオ
実験を開発することが本研究の目的である。
開発するキッチン・ジオ実験は，子どもたち
やツーリストにとってわかりやすく印象的
である必要がある。さらにキッチン・ジオ実
験をジオパークのガイドシステムに導入し，
ジオパークを，よりわかりやすく楽しいもの
にし，地学教育にも活用可能なものとするこ
とに貢献する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は次の３段階で行われた。 
(１)ジオパークにおける教育開発のニーズ
の掘り起こし(H23,24):日本のジオパーク複
数をめぐり，ジオパーク関係者，学校教員，
ガイドにヒアリングによるニーズ調査を行
う。 
(２)キッチン実験の開発と実験キットの作
成(H24.25)：ジオパークで活用可能な手軽な
キッチン・ジオ実験をいくつか開発し，実験
キットを開発する。 
(３)ジオパーク，学校教育現場での実践と検
証(H24,25)：開発したキッチン・ジオ実験を

ジオツアーで用い，その効果を実践的に検証
する。また，学校現場でも教育効果を検証す
る。 
 
４．研究成果 
 本研究では１）ジオパークにおけるニーズ
の掘り起こし，２）キッチン実験の開発，３）
ジオパーク，学校教育現場での実践と検証の
3つを実施し，研究活動を行ってきた。 
 「1）ジオパークにおける教材開発のニー
ズ掘り起こし」として 22のジオパーク(海外
の 2 世界ジオパークを含む)を訪問し，その
自然資源を視察した。また，16 のジオパーク
でヒアリングを行ない,ジオパークにおける
キッチン・ジオ実験のニーズを把握した。ヒ
アリング対象としたのは，自治体のジオパー
ク担当職員，ジオパーク事務局の職員，ガイ
ド，学校教員などである。この結果，ジオパ
ークにおいてツーリストや児童・生徒に理解
させることが困難な現象として「火山体の崩
壊に伴う流山の形成」，「付加体」，「黒曜石の
成因」「溶岩の流動過程」などがあることが
明らかになった。 
 これらの中から地学教育教材として可能
性のあるものを抽出して，実験開発の対象と
した。 
 「２）キッチン実験の開発」として，「コ
コアの山体崩壊実験」,「コンデンスミルク
によるアア溶岩実験」,「入浴剤を使った噴
火実験」，「シュガーマグマの黒曜石実験」,
「溶岩ドームによるせきとめ湖実験」,「歯
科印象材を使った溶岩ドーム実験」，「伊豆半
島の衝突実験」,「マッサージ器を使った火
山の崩壊実験」,「ドライアイスを使ったス
トロンボリ噴火実験」,「ハイアロクラスタ
イトを再現するパリパリ溶岩実験」，「粉砂糖
とココアで付加体実験」などの開発を行うと
ともに，既存の実験の改良も行った。その結
果(1）その現象が直感的に理解できる，(2）
その現象のある面の本質を再現している，
(3）印象的である，(4）安価に実験を行える，
(5）ジオパークにおける地学現象を再現でき
る，(6）学校教育で使用可能であること，の
6点を満たした教材の作成できた。 
 例えば，「マッサージ器を使った火山の崩
壊実験」では，火山体の崩壊現象に際して形
成される流山を再現した。流山は火山体の崩
壊によって形成される岩なだれ堆積物上に
形成される直径数十メートル程度の小丘群
である。磐梯山は 1888 年に崩壊し，その跡
地は現在でも残され，生活や観光の場として
活用されている。したがって，火山体の崩壊
とそれにともなう岩なだれは磐梯山ジオパ
ークの中心的なテーマとなっている。しかし
ながら，流山の形成を児童，生徒，ツーリス
トに実感を持って理解させる方法はこれま
で開発されていなかった。本研究ではこれを，
砂，水，紙粘土，震動台，マッサージ機をつ
かって再現した。すなわち，震動台上に紙粘
土で作った崩壊後の磐梯山を設置した。その



上に砂で山を作り，全体として崩壊前の磐梯
山を再現した。つまり，砂部分が崩壊した火
山体ということになる。この山を作る過程で
わずかな水を霧吹きでかける。そうするとそ
の部分の砂がやや固まる。震動台にマッサー
ジ機をあて，震動を発生させる。震動で揺す
られると砂の安息角は低下し，乾燥した砂は
流動を始め，山麓に広がって行く。この過程
で，水で固まった砂の部分は数十個の固まり
に分解し流山状の地形が形成される。 
 この実験は(1）流山の形成過程が直感的に
理解でき，(2）流動化にともなう火山体の破
砕により流山が形成されるという点を再現
し，(3）流山のできる過程が印象的であり，
(4）マッサージ機を除くと 2000 円以内で実
験システムが出来上がり，(5）磐梯山ジオパ
ークにおける火山体崩壊を再現でき，(6）す
でにキッズスクールで使用され，実際に現地
での学校教育でも使用予定である。 
 「３）ジオパーク，学校教育現場での実践
と検証」ジオパークにおいて主に小学校の児
童を対象に，地学教材としての検証実践を行
った。例えば，とかち鹿追ジオパークでは，
その中心資源である然別湖の成り立ちを理
解するため「溶岩ドームによるせきとめ湖実
験」を行った。また，白滝ジオパークでは，
もっとも重要な資源である黒曜石をテーマ
とした「シュガーマグマで黒曜石実験」を行
った。この二つの教育実践の結果はいずれも
国際学会で報告し，好評を得た。鹿追小学校
では同じ実験を 3年生から 6年生までの全生
徒に行うことができた。この結果この実験教
材の効果を確かめるとともに，3 年生では，
ほとんどの児童が理解しているものの，上級
学年よりはやや理解度が低下する現象を見
いだした。また，小学校 4年生から 6年生に
とってこれらの実験は大きな教育効果を持
つことを明らかにした。この他にも頻繁に出
前授業を行い開発した実験の検証と改良を
行った。なかでも，八峰白神ジオパークのあ
る八峰町では全小・中学校を訪れ火山に関す
る出前授業と実験の改善を行った。また，ガ
イド講習会も開催し，教材を紹介した。 
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